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秋 の運 動 会 も終 わ りま した。 これ か ら、 国 も子 ど も逹

も少 しゆ った りと した園生 活 が送 れ ます。
曰率のある日本 |し か し、混曖化・温帯からユ熱帯氣

へ・― 口で激変する気瀑変化 ……口率の移 り変わ りが段
と感 じられ な くな って い る よ うに思
い ます。 だ か ら こ そ、 自然 菫 か な池

よ うな保 育
の た め 、野

トウハ チ ロ

」 で は あ り

:ま せ んが 、「
`lヽ

さな秋 」 を沢 島 見つ け たい と迅 い ます。

候
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の秋 をれ で 感 じられ る

:を し た い と思 い ま す 。 そ

:外 保 育 を積 極 的 に行 い サ

■ の「′
:ヽ きな秋几つけた

リポ
子ども逹が楽 しみにしている「秋の遠足」力'あ ります。特に

年長は、キ国の年でもあり、タンゴ鉄道を使った人の特主逮足

をします。縁年、遊覧船に乗 り集まってくる「カモメ」に歓声

をあげたり、海辺で遊んだりして、楽 しい思い出を作 ります。

また、キ掘 りもします。掘った羊は、冬に子ども生の人好 き

な「焼き芋」にして、みんなで合べます。現在借 りている畑は、

7年豊続で羊を育てているので、出来が今イチのようですが、

子ども逹が焼 き手で食べる分には十分です。色々な合物アレル

ギーがありますが、幸いにもおキアレ

ルギーはなく、安ヽ して子ども達に食

べさせる事が出水ます。

ヵ この冬も頑張って「焼 き子おじいさん」

になりたいと思います。
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29年 度 入 園説 明 会

年 十個 人 懇 (～ 314)
1 0月 誕 生 会  10:50

10月 の主 な行 事 予定
をお知 らせ します。

真 足 や 羊 掘 り等 は 、 夭
候 に よ り変 更 す る場 合
もあ ります |

早 延 長 あ り
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年 中の 「ゆ り組」 につ いてお知 らせ します。

担 任 の藤 井 先 生が産 体 で 9月 か ら休 み に入 りま した。
そ のため 、ゆ り組担任 は瀬野 先生 に して います 。

なお 、ゆ り組支援 は、間屋 口先生 。波 多野 尚美 先生

うめ組 支援 は 、 小村 谷 先 生 に して います ので 、お知 ら
せ します !

親子で挨拶の絵を
PTAか らのお知 らせ です。 この数年、「挨 拶運動」

に取 り組 んで きま したが、本年度 は 「親子 で挨拶 の絵 」
を描 いて も らう事 にな りま した。

親 子 で描 いて いた だ いた絵 を、 幼 稚 園 で 掲 示 した い

と思 います。

是 非 、 多 くの皆 さん に取 り組 ん で い た だ け ます よ う
お願 い します !
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